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■ 総務課連携支援室 電話 0238-26-6018

山形県HP
でも公開中！

フラワー長井線まつり に行こう！

● 日 時 令和４年10月23日（日） 10：00～14：30

● 会 場 荒砥・羽前成田・長井・時庭・西大塚・宮内の各駅など

● 内 容 ・“ASHI”プロジェクトオリジナルスニーカーの特別販売会

・フードやクラフトなどのマルシェ

・写真展や音楽会

・長井線応援芋煮会

・ＡＴカート体験乗車 など

※各会場でイベント内容は異なります。

● その他 地酒列車やお寿司列車などのイベント列車も月替わりで運行中

★ 今後も100周年記念の様々な企画を予定していますので、詳しくは山形鉄道のホームページをご覧ください

うさぎ駅長 もっちぃ

山形鉄道HP

長井線は12月11日に「長井駅～鮎貝駅」で100周年、

来年４月22日には「赤湯駅～荒砥駅」で全線開通100周

年を迎えます。

来春まで100周年をお祝いする記念イベントが盛りだ

くさんで、このうち 「フラワー長井線まつ

り」 が10月23日（日）に開催
されます。

毎年好評の終日片道100円列車や、宮内・長井・荒砥の

各駅からスタンプを集めてグッズがもらえるスタンプラ

リー、お子様から大人気の特殊車両への乗車体験や荒砥

駅にある車両基地見学会のほか、100周年の記念ロゴを

皆様に決めていただく「100周年ロゴマーク決定投票」も

行います。

長い間地域の皆様に愛され、支えられてきたフラワー長

井線が100周年を迎えるという特別な年に、列車に揺ら

れ移りゆく秋の景色を楽しんでいただきながら各駅を巡

るとともに、100年の歴史に思いを巡らせてみてはいか

がでしょうか。

https://flower-liner.jp/


TOPICS

８月31日（水）に、令和４年度山形県知恵袋委員会（置賜

地域）を置賜総合支庁にて開催しました。

意見交換では西澤総合支庁長が座長となり、経験豊富な

６名の置賜地域の委員から「コロナ後を見据えた地域社会

の再生について」をテーマに意見を伺いました。「中小企業

の魅力を伝えることを目的としたインターンシップを推進

してほしい」などの声が寄せられ、そのほかにも教育や農

業など各分野の状況を踏まえた意見が出されました。

今回いただいたご意見については、今後の施策を展開す

る上で参考にさせていただきます。

■ 総務課企画調整担当
電話 0238-26-6100

経験豊富な方々の御意見を県政に反映！知恵袋委員会

【知恵袋委員（置賜地域）】 左から 鈴木総務企画部長、庄司薫 委員、加藤仁美 委員、片倉壽美 委員 、西澤置賜総合支庁長、

我彦正福 委員、鈴木正人 委員、佐藤賢一 委員(書面出席)、加藤西置賜地域振興局長

はじめに委嘱状交付

式がオンラインで行わ

れ、吉村知事から、「県

民視点、対話重視、現場

主義を基本姿勢として、

県民との対話を何より

「2022オールおきたま若者定着・人材確保セミナー」を開催しました！
テーマ～若者の地元定着に向けた地域企業の魅力発信～

若者の地元定着・人材確保を図るため、９月１日米沢市の

伝国の杜において、「2022オールおきたま若者定着・人材

確保セミナー」を開催し、会場とオンライン合わせて約70名

に参加いただきました。

山形大学米沢キャンパス長の黒田充紀氏より応援メッ

セージをいただいた後、パネルディスカッションが行われ、

登壇者からは「若い時から地域の魅力（暮らし､文化､仕事

などの発言がありました。

今後も、学校・企業・行政機関など地域が一丸となり、

「オールおきたま」で若者の地元定着・回帰に取り組んでま

いります。

等）に触れた学生ほど地域に定着

する。小中高大学が連携し､そうし

た機会を提供することが大切だ」、

「首都圏等のUターン希望者に、企

業パーパス（社会的意義）や自社が

目指す方向をメッセージにして効

果的に発信することが有用だ」モデレーター：後藤ちひろ氏
（米沢商工会議所）

パネルディスカッションの様子

■ 地域産業経済課 産業振興担当 電話 0238-26-6045

庄司委員 加藤委員 片倉委員 我彦委員 鈴木委員

も大切にしてきた。豊富な経験と見識をもとに広く意見をい

ただくことで、県勢のさらなる発展へとつなげていきたい。」

とあいさつがあり、その後モニター越しに委員の皆さんの

名前を読み上げました。

【主催：オールおきたま若者定着・人材確保推進会議（置賜
総合支庁、商工会議所、企業、山形大学、市町等で構成）】



「おきたま鉄道～沿線を訪ねて～魅力発掘フォトキャンペーン」

「おきたま元気創造ラボ（通称：おきラボ）」は、若者の視点

で地域を見つめ直し、置賜の魅力を再発見・発信することで、

地域への愛着・誇りの醸成や若者活動の活性化を促進して

います。

そんなおきラボでは、９月15日（木）から12月15日（木）

まで、置賜地域の鉄道の重要性や沿線の魅力をインスタグ

ラムで募集するフォトキャンペーンを開催しています。

■ 総務課連携支援室 電話0238-26-6020

応募方法はたったの３ステップ！

① おきラボ公式インスタグラムアカウント

（@okilabgram）をフォロー

② 置賜の鉄道や沿線の魅力を紹介する画像を選択し、

紹介文を記載

③ キャプションに、「#おき鉄フォトキャン」「#(路線名)」

「#(最寄駅名)」の ３つのハッシュタグを付けて投稿

詳細はおきラボ公式インスタグラムに掲載していますので、

以下からご覧ください。皆様からのたくさんのご応募を

お待ちしております！ おきラボ公式
インスタグラム

おきラボ公式
フェイスブック

賞品数176本！「おきたま食の銘店めぐりスタンプラリー」実施中！

スタンプを集めて
“おきたまの農と食”を応援しよう！

 

「おきたま食の応援団」グリーンフラッグ店を利用し

てスタンプを集めると、抽選で素敵な賞品が当たる「おきたま

食の銘店めぐりスタンプラリー」を実施中です！

置賜を周遊すればするほど、温泉宿のご宿泊券やレストラン

のお食事券、米沢牛、山形県産はえぬきなどの豪華賞品が当た

る抽選に応募できます。

ぜひスタンプラリーに参加し、みんなで“おきたまの農と食”

を応援しましょう！

■期間

令和４年９月17日（土）～令和５年１月15日（日）

■応募方法

期間中にグリーンフラッグ店を利用し、リーフレット付属の応募ハガ

キに対象店舗のスタンプを集めてご応募ください。（スタンプ４個から応

募できます。さらに置賜を周遊すると当選のチャンスが広がります！）

※応募締切：令和５年１月20日（金）当日消印有効

素敵な賞品が当たるチャンス！

基本となるＡ賞～Ｃ賞（５千円～１千円相当）＋米沢
牛賞＋はえぬき賞に加え、さらに豪華なＳ賞やＳＳ賞も
ご用意しています。

※写真は賞品のイメージです

●道の駅米沢の「まちナビカード」やSNSによる応募も
可能です。詳細は、「おきたま食の応援団」ホームペー
ジ又はスタンプラリーリーフレットをご覧ください。

■ 「おきたま食の応援団」（事務局：農業振興課）
電話0238-26-6051

ただいま開催中！

https://www.instagram.com/okilabgram/
https://www.instagram.com/okilabgram/
https://m.facebook.com/okitamalabo/
https://m.facebook.com/okitamalabo/
https://yamagata-okitama-shoku.net/


事業報告

～山形・置賜オンライン就農交流会～
９月３日、置賜地域の若手農家が首都圏等の就農希望者に農業

の魅力を発信する「山形・置賜オンライン就農交流会」を開催し、

全国から１６名が参加しました。

県外から移住就農した方をはじめ、地元の農業法人に就職した

方や元地域おこし協力隊など、様々な経験を持つ先輩農家７名が、

「農業を始めたきっかけ」や「農家の収入」等の参加者が就農する

にあたり気になる点にお答えしました。

また、そば畑からのライブ配信では、辺り一面咲き誇るそばの花

の前で熱く語る先輩農家の話に引き込まれた様子でした。

今後も置賜地域での新規就農に繋がるよう農業の魅力を発信し

てまいります！ ■ 農業振興課 生産流通担当
電話 0238-26-6051

「WAKU WAKU WORK in米沢七中」を開催しました！～中学生に地元企業の魅力を紹介！～
ワク ワク ワーク イン

ヘアアレンジ体験

■ 地域産業経済課 産業振興担当
電話 0238-26-6045

～高校生に地元企業の魅力を紹介！～ 「高校生と地域企業等の交流事業」を開催しました！
地元で活躍する若手経営者による講演会を、９月13日に長井高等学校の

１年生172名を対象に開催しました。当事業は、県内企業や地域の産業情報

に触れる機会の少ない進学校の高校生を対象に、地域の「企業の魅力」や

「産業界で働くことの意義」を伝えるために実施するものです。

■ 地域産業経済課 産業振興担当
電話 0238-26-6045

地元の企業の魅力を知ってもらう職業体験会「WAKU(ワク)

WAKU(ワク) WORK(ワーク)」を９月６日に米沢市立第七中学校の２

年生89名を対象に開催しました。これまでは、高校生を対象に実施し

てきましたが、今年度は、高校入学前のより若い世代の皆さんに地元

で働くイメージを持ってもらえるよう置賜管内では初めて中学校で開

催しました。

置賜管内の製造、金融、飲食、美容、医療福祉、警察など14事業所が

ブースを設置し、生徒は電話機の組立作業や学校のＰＲ動画作成、鑑

識活動など業務の一端を体験しました。

参加生徒は、「この職業に就くにはどのような学校に進むといいの

か」と質問するなど、真剣に取り組んでいました。

来年度以降、学校・企業・行政機関の連携による職業体験会を、他の

中学校にも拡大していく予定です。

首都圏等の就農希望者に
置賜の農業の魅力を発信！

講師は、株式会社ホリエ代表取締役の堀江龍弘氏が

務め、「置賜発、わくわくする未来のつくり方」と題し、

家業の工務店を継いだ後に、自社ブランド住宅「シエル

ホームデザイン」を立ち上げ、家具事業、ホテル事業へ

事業拡大した経験談のほか、「地方にはチャンスがたく

さんある」、「欲しいものは自らつくる」、「事業成長をす

ることで自分も地域も豊かになる」など、地元で働く魅

力について講演していただきました。当事業は、10月に同じく長井高等学校

の2年生を対象に、11月には米沢興譲館高等学校でも開催する予定です。

千葉 陽平 氏
（米沢市：そば、麦等栽培）

渡沢 寿 氏
（南陽市：水稲・
ラフランス等栽培）

講師：堀江龍弘氏



３R（スリーアール）とは、Reduce(リデュース)：「ごみになるも
のを減らす」、Reuse(リユース)：「繰り返し使う」、Recycle(リ
サイクル)：「資源として再利用する」の３つの「R」の総称のこと。

廃棄物適正処理・３Ｒ推進ポスターコンクール受賞者決定！
置賜地区不法投棄防止対策協議会では、廃棄物の適正処理・３Ｒの推

進を図ることを目的に、「廃棄物適正処理・３Ｒ推進ポスターコンクー

ル」を開催しました。

今年は小学生の部に104作品、中学生の部に154作品の応募があり、

審査の結果、最優秀賞各１点、優秀賞各２点のほか佳作７点の計13作

品の受賞が決定しました。受賞作品は庁舎ロビー等で展示するほか、

不法投棄防止の看板等に活用されます。

多数の応募ありがとうございました！

中学生の部 最優秀賞

「３Rで地球を笑顔にしなければ」

高畠町立高畠中学校３年狩野祐輔さんの作品
■ 環境課 廃棄物対策担当 電話 0238-26-6034

不法投棄監視及び海岸漂着ごみ削減強化月間

ごみのないクリーンな山形県の実現を目指し、５月と１０月を

「不法投棄監視及び海岸漂着ごみ削減強化月間」と定めて、警察

署など関係機関と合同で不法投棄防止の啓発とパトロールを

集中的に行っています。

ゴミの不法投棄や野焼きを発見した場合は、「不法投棄１１０

番」（電話0238-26-6034）又は市や町の廃棄物対策担当窓

口までお知らせください。

廃棄物の不法投棄は、美しい山形の自然、景観を破壊し、イ

メージを大きく損ねます。私たち一人ひとりのマナーと協力で

不法投棄をなくし、美しい自然と景観を守りましょう。

不
法
投
棄
の
状
況

■ 環境課 廃棄物対策担当 電話 0238-26-6034

～若手農家の生き方に学ぶ～ Agri Teacher派遣事業を開催
置賜地域で活躍する若手農家が講師となり、小学生（５・６年生）・

中学生・高校生に農業の魅力ややりがいなどを伝えることで、農業

を将来の職業として考えてもらうことを目的としたAgri Teacher

派遣事業を、９月８日（木）に米沢市立第四中学校で開催しました。

本事業は、派遣を希望する置賜地域の小学校・中学校・高等学校に

在籍する児童や生徒を対象に、随時開催しているものです。

今回の講師の千葉陽平氏は米沢市でそばなどの自然栽培に取り

組んでおり、自らの経験を基に、農業を志したきっかけや日々の農

業に対する想いや思いもよらない体験がワクワク感に変わったこと

など、これからの農業の魅力を楽しく伝え、また人とのつながりを持

つことの大切さを語っていました。

講師の体験談に生徒達は、熱心に耳を傾けていました。

生徒達に話しかけている千葉さん

■ 農業振興課 地域農政担当 電話 0238－26－6049

毎年５月と10月は！

アグリ ティーチャー

受賞作品は
こちらから！



心の健康について考えてみませんか

「おきたま子育て応援ガイド２０２２年版」
を作成しました！

キノコ食中毒にご注意ください！

置賜総合支庁総務企画部総務課企画調整担当 住所：米沢市金池７丁目１-50
TEL：0238-26-6100 FAX：0238-24-1402

置賜こども芸術祭2022 舞台芸術部門 開催！

置賜各地で伝統芸能などの文化活動に取り組んでいる子ど

もたちが一堂に会し、日ごろの練習の成果を披露します。新型

コロナウイルス感染症の影響で昨年、一昨年は開催を見送って

おり、今年度３年振りの開催となります。

舞台上での、子どもたちのいきいきとした姿をぜひご覧くだ

さい。多くの皆様のご来場をお待ちしております！

置賜地域みんなで子育て応援団は、現在子育てをさ

れている方やこれから子育てをされる方への情報誌と

して、置賜地域の子育て応援情報をまとめた「おきた

ま子育て応援ガイド２０２２年版」を作成しました。

子育てに関する相談窓口、お出かけスポット、保育施設、

小児科一覧等、子育て中で困ったことがあるときや知り

たいことがあるときに役立つ情報が満載です！

置賜地域の各市町の子育て支援担当部署や置賜総合

支庁子ども家庭支援課等で

無料配布しておりますので、

ぜひお立ち寄りください。

■ 子ども家庭支援課
子育て支援・女性青少年担当 電話 0238-26-6027

■ 生活衛生課食品衛生担当 電話 ０２３８－２２－３７４０

県内では毒キノコによる食中毒

が毎年のように発生しており、その

うち約７割がツキヨタケによるもの

です。

天然キノコのうち毒があるもの

は食べることができるキノコより

も多く、約２００種類もあります。ま

たこれらを簡単に見分ける方法は

ないため、キノコに関する詳しい知

識がない人は天然キノコを採らな

いようにしましょう。

「キノコに関する知識がない人

は天然キノコを採らない」を心が

けてください。

お知らせ

■ 日時：11月５日（土）開場12:45 開演13:30

■ 会場：川西町フレンドリープラザ（川西町大字上小松1037－１）

■ 入場料：無料

■ 置賜文化フォーラム（総務課連携支援室）
電話 0238-26-6021

また、子育て応援団の

ＨＰ「ウキウキたむたむ」

でも、「おきたま子育て応

援ガイド２０２２年版」の電

ツキヨタケ（毒キノコ）

現代は様々なストレス要因があり、誰もが心に不調をきた

す可能性があります。

心に不調を抱える人も、そうでない人も、共に理解し助け合

える社会でありたいものです。この機会に、ご自身や周りの

人の心の健康について考えてみませんか。

もしも、気分が落ち込んでいる方が

いたら、ひとりで悩まず、ぜひご相談

ください。置賜保健所では随時心の

健康相談を受け付けております。

■ 置賜保健所 地域保健福祉課 精神保健福祉担当
電話 ０２３８－２２－３０１５

子書籍版を御覧

いただけます。

https://ukitam.jp/

